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○試験状況写真は、すべての試験孔について撮影する。

試験孔の番号・位置

写真 写真

必須測定者名

No.

④と試験孔掘削完了状況 (A)と試験実施状況

使用土砂･砕石の
最大乾燥密度①

JIS A 1214 砂置換法による土の密度試験(現場での測定)

試験年月日   年  月  日 請負者名 必須路体・路床・堤体

使用土砂･砕石の
最適含水比

№     №     

試験用砂の
単位体積質量②

漏斗を満たすのに
必要な砂の質量③

　 №

試 験 孔 の 番 号 ・ 位 置 №     

№ №

測定前の測定器と砂の質量 m7 ④

測定器番号 　

測定後の測定器と砂の質量 m8 ⑤

試験孔と漏斗に入った砂の質量 m9=m7-m8 ⑥=④-⑤

試験孔に入った砂の質量 m10=m9-m6

掘り出した土の質量 Ｗ （A)

⑦=⑥-③

試験孔の容積 Ｖ0 （B)=⑦/②

JIS A 1203 による測定 110℃ 24hr 炉乾燥

含水比の測定

ｍa(容器+湿潤土) （C)

ｍb(容器+乾燥土) （D)

ｍc(容器) （E)

含水比 w (C-D)/(D-E)×100

平均含水比 w （F)

掘り出した土の乾燥質量 Ｗ0 G=A×100/(F+100)

試験孔の湿潤単位体積質量 γt （H)=(A)/(B)

試験孔の乾燥単位体積質量 γd (I)=(G)/(B)

平均値 Ｘ3

締固率 Ｘ (J)=100×(I)/①
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試験孔の番号・位置

写真 写真

写真 写真

No.

炉乾燥 (C)(容器＋湿潤土)重量測定状況 炉乾燥 (D)(容器＋乾燥土)重量測定状況

⑤と試験孔の試験後の砂の状況 炉乾燥 (E)(容器)重量測定状況  
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□　受領時の発議者への真正性確認　

発議年月日

令和　　年度

地内

発注事務所

（内　　容）

添付図　　　　　葉、その他添付図書

　□その他

処

理

回

答

総括監督員 主任監督員 監督員 現場代理人
主任技術者
（監理技術者）

●●　●● ●●　●● ●●　●● ●●　●● ●●　●●

発注者
　上記について、　　□指示　　　□承諾　　　□協議　　　□通知　　　□受理       します。

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　令和　　年　　月　　日

受注者
　上記について、　　□了解　　　□協議　　　□提出　　　□報告　　　□届出　　　　します。

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　令和　　年　　月　　日

指示等により
必要な措置又
は予定してい
る措置

　契約変更 　□無

　契約変更 　□有

　□金額変更する（　増 ・ 減　　概算額　　                   　　　　　　　千円）

　□工事内容を変更する

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

発 議 事 項   □指示　□協議　□通知　□承諾　□提出　□報告　□その他（                        　）

工 事 名
（ 箇 所 コ － ド ） （　　　                   )

受 注 者 名

　

工　事　打　合　せ　簿

発 議 者 □発注者(No.        ) □受注者(No.        ) 令和　　年　　月　　日

所長 次長 主幹 課長 主査 総括監督員
伺
・
報
告
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□　受領時の発議者への真正性確認　

発議年月日

令和　　年度

地内

発注事務所

（内　　容）

添付図　　　　　葉、その他添付図書

　□その他

処

理

回

答

総括監督員 主任監督員 監督員 現場代理人
主任技術者
（監理技術者）

●●　●● ●●　●● ●●　●● ●●　●● ●●　●●

　

発 議 者

発 議 事 項

工 事 名
（ 箇 所 コ － ド ）

  □指示　□協議　□通知　□承諾　□提出　□報告　□その他（                        　）

（　　　                   )

□発注者(No.        )

工　事　打　合　せ　簿

　上記について、　　□指示　　　□承諾　　　□協議　　　□通知　　　□受理       します。

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　令和　　年　　月　　日

　上記について、　　□了解　　　□協議　　　□提出　　　□報告　　　□届出　　　　します。

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　令和　　年　　月　　日

□受注者(No.        ) 令和　　年　　月　　日

受 注 者 名

　契約変更 　□無

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

発注者

受注者

　□金額変更する（　増 ・ 減　　概算額　　                   　　　　　　　千円）
指示等により
必要な措置又
は予定してい
る措置

　契約変更 　□有 　□工事内容を変更する
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〔参考資料〕

ロックボルトの引抜試験

1) 計測の目的(

ロックボルトの定着効果を確認することを目的とする。

(2) 計測の要領

ロックボルトの引抜試験方法に従って行う。

実施時期は施工後3日経過後とし、引抜試験耐力はロックボルト引抜耐力の80%程度以

上とする。

(3) 結果の報告

計測結果は図4-1の要領で整理する。

(4) 試験後のボルトの処置

引抜試験の結果が荷重変位曲線図4-1のA領域に

留まっている状態の場合には、試験後のボルトは

そのままとし、これを補うボルトは打設しないも

のとする。

図のB領域に入る場合には、その他のボルトの状

況を判断 して施工が悪いと思われるものについて

は、試験したボルトを補うボルトを打設する。ま

、た地山条件によると思われる場合には地中変位や

ロックボルトの軸力分布等をして、ロックボルト

の設計を修正する。

図4-1 ロックボルト引抜試験

(ロックボルトの引抜試験方法)

この方法はISRMの提案する方法に準拠したものである。

(Intemationaｌ Society for Rock Mechanics, Comission on Standadizati

on of Laboratory and Field Tests,Cominee on Field Tests Document No.2. 1974)

(1) 引抜試験準備

ロックボルト打設後に、載荷時にボルトに曲げを発生しないように図4-2のように反

力プレートをボルト軸に直角にセットし、地山との問は早強石膏をはりつける。

(2) 引抜試験

引抜試験は、図4-3のようにセンターホールジャッキを用い、油圧ポンプで1ton毎の

段階載荷を行って、ダイヤルゲージでボルトの伸びを読み取る。

(3) 全面接着式ボルトの場合の注意事項

吹付コンクリートが施工されている時は、コンクリートを取りこわして岩盤面を露(イ)

出させるか、あるいは、あらかじめ引抜試験用のロックボルトに、吹付コンクリート

の付着の影響を無くすよう布等を巻いて設置して試験を行うのが望ましい。ロックボ

ルに歪みゲージを貼付けて引抜試 験の結果が得られている場合には、その結果を活用

することにより、特に吹付コンクリートを取 り壊す必要がない場合もある。
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反力は、ロックボルトの定着効果としてピラミッド形を考慮する場合には、できる(口)

だけ孔等は 大きいものを用い、ボルト周辺岩盤壁面を拘束しないこと。

（ハ)ロックボルトの付着のみを考慮する場合は、反力をできるだけロックボルトに近づ

けること。
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